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神話はエキゾチックなイメージを持つ一方、我々を身近
に取り囲んでもいる。夜の空を見上げれば、星座と共に語られ、神社ではいわれとして説明される。その一方で「それは史実ではなく「神話」だ」 、というような場合、その意味は殆ど「嘘」と同義であ ここでは「神話」という語のこの二つの意味を少し頭にとどめ おいてもらいたい。　
今回とりあげる『ラディカル・オーラル・ヒストリー』
は「神話」 ―右記前者の意味 ―を「神話 としてスタンダードに語る本ではない。しかし、 先住民」と「神話」というものに対峙する際ぜひ読んでおいてほしい本なある。同書 歴史学者」保苅 がオーストラリア北部準州にすむグリンジという先住民グループに関し行った調査に基づく。グリンジ コミュニティに当初スタンダードな「歴史学者」として入った保苅が出くわしたのは「一九二〇年代の大洪水はある の長老が大雨を起こすように
水をつかさどる大蛇
（レインボウ・サーペント）
に依頼したか
らである」 「グリンジの人々が彼らが働いている牧場の劣悪な労働条件に抗議して退去運動を始める際、アメリカのケネディ大統領がやってきて、アメリカは彼らに協力するという約束をした」というような語りであった。この一見荒唐無稽な語りを保苅は一笑に付さず真剣に受け止めようとする。しかし、どのようにしてだろうか。ケネディ大統領が実際にグリンジの土地に来たな ということはないことはわかっている。レインボウ・サーペントはオーストラリア先住民の創世神話であるドリーミングに出 くる存在であるが、 「歴史学者」と て大洪 の原因をそう語れるだろうか。西洋的学問知に基づく主流派歴史学の立場からすれば、このような話は「歴史 はない。 「神話」とて文化人類学のような他の分野 ゆだねるという方法もあるが、そ はグリンジの人々 語りを「歴史」の外 追い
やるということであり、西洋的学問知 基づく主流派歴史学の作る「歴史」の権威はゆるがない。　
ここで保苅はあくまでもグリンジの人々の語りを「真摯
な経験」として らえようとする。一見荒唐無稽 聞こえたとしても、彼らも 気軽 に「歴史」を作っているわけではない。彼らの土地を盗んで牧場とし 労働力として彼らを搾取してきた植民者たちの牧場で起こった大洪水をレインボウ・サーペント 仕業だと語る きに彼らが行っているのは、ドリーミングに基づきながら被植民地化経験を解釈してきた独自の歴史認識の表明なのである。保苅 ここで彼らの語りを分析するだけでなく、そのまま受け止めることを提案する。それが近代知の権力装置である 「歴史」や「神話」といったカテゴリーを超えて 他 と 繋がりを探る道なのだ、と。これは自分とグリ ジ 人々の間にある決して埋まらな ギャップ 認識 た上で なおかつそこにとどまり考え続けるという 落としどころが見いだせないような道である。しか 、一歩踏み込んで考えてみれば「他者」に向き合うというこ は常に のような事はないだろうか。　
具体的な話は本書を読んでもらいたいと思う。この本の
問うところは難解であるが、保苅はそれを軽妙で親しみやすい語り口で解きほぐしてくれる。筆者 明晰で軽快な思
考を楽しみながら、他者へ真摯に対峙するとい ことをワクワクする実践として受け止めてみてもらいたい。様々な人、 モノの流動性が加速し、 先住民だけではなくかつて 異質」とされてきたもの の接触も増え続け いる現在、この本はそれを可能性に満ちた出会いとして見る目を養ってくれるのではないだろうか。
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